
　筑波山の女体神社を信仰していた下総豊田城の城主豊田氏が、落城後
柿木を安住の地と定め、筑波山に向けて北向きに建てられたといわれ
る神社です。また、郷土の作家・豊田三郎の文学碑もあります。

元禄２年（１６８９）３
月２７日、４６歳の松尾
芭蕉は、門人の河合曽良
を伴い、江戸深川を旅立
ちました。後に日本を代
表する紀行文『おくのほ
そ道』として結実するこ
の旅は、日光、白河の関
から松島、平泉、象潟、
出雲崎、金沢、敦賀と、
東北・北陸の名所旧跡を
巡り、美濃国大垣に至る６
００里（2400km）、１５０
日間の壮大なものでした。
「月日は百代の過客にして、
行きかふ年も又旅人也。舟
の上に生涯をうかべ馬の口

とらえて老をむかふる物は、日々旅にして、旅を栖とす。」
深川を出た芭蕉は千住宿まで舟で行き、そこで見送りの
人々に別れを告げて歩み始めます。
「若生て帰らばと定なき頼の末をかけ、其日漸早加と云宿
にたどり着にけり」
こうして芭蕉は、肩にかける荷物の重さに苦しみながら２
里８丁（8.8km）を歩き、日光道中第２の宿駅だった草加に
たどり着きました。『おくのほそ道』の旅は、このあと、
草加から東北へと拡がっていくことになるのです。
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